
食品はヒトの生存と生活にとって不可欠であり、その安全は全てのヒトの関心事です。
食品安全フラットトークは、食品安全と国際整合を横断的なキーワードとして、様々なテーマに応じて
ステークホルダーが平場で情報を共有し意見を交換するための機会です。ご参加いただくみなさまの関心の
高いテーマを取り上げ、実施方法を検討しながら、いわば発展しながら継続できればと考えております。

記念すべき第１回食品安全フラットトークのテーマは “農薬・動物用医薬品”といたしました。
食品安全と国際整合をキーワードとして、農薬・動物用医薬品に関する多様な情報を共有し意見交換を行います。
そのために農薬等製造事業者、食品製造事業者、規制に関わるステークホルダーが登壇者となります。
農薬・動物用医薬品をテーマとする以外、事前に決めていることはありません。自由な雰囲気の下で新しい発見
があり、考えが生まれることを期待しています。
今回は６名のステークホルダーにご登壇いただきます。
７番目のステークホルダーとして、あなたにも “ふらっと”お立ち寄りいただけたら幸いです。

主催者を代表して
                                                                                                                             渡邉敬浩

｜第１回  食品安全フラットトーク｜

｜食品安全フラットトークについて｜

2/25
2026

14:00～16:30

（水）

第１回 食品安全フラットトーク

テーマ：農薬・動物用医薬品
｜プログラム｜ 開催場所：東京農業大学 横井講堂

〒156-8502 東京都世田谷区桜丘1-1-1

開会のご挨拶
渡邉 敬浩 国立医薬品食品衛生研究所 安全情報部

閉会のご挨拶
五十君 靜信 学校法人東京農業大学 食品安全研究センター

   報告者 森田満樹 一社) Food Communication

農薬・動物用医薬品・食品安全・国際整合に関する情報の共有
Codex委員会に取り組むレギュラトリーサイエンティストとして
坂井 隆敏 国立医薬品食品衛生研究所 食品部／CCRVDF日本代表団メンバー
渡邉 敬浩 国立医薬品食品衛生研究所 安全情報部／CCPR日本代表団メンバー

農薬・動物用医薬品の製造事業者として
佐藤 浩平 エランコジャパン株式会社
平木 真幸 三井化学クロップ＆ライフソリューション株式会社

農薬・動物用医薬品残留物への取組も必要な食品製造事業者として
西田 元之 雪印メグミルク株式会社
宮下 隆 江崎グリコ株式会社

パネルディスカッション（共有された情報を踏まえた意見交換）
モデレータ 松尾真紀子 東京大学公共政策大学院
パネリスト 登壇者全員

ZoomによるLive 配信を併用する
ハイブリッド方式

参加費無料
どなたでもご参加いただけます

主催：食品衛生基準行政推進調査事業 「食品行政における国際整合性の確保と食品分野の国際動向に関する研究」研究班
(JPCACAA23KA001)
共催：学校法人東京農業大学 食品安全研究センター

お申し込みはこちらから
https://forms.gle
/XPytvT4KdZZNx
Bry7

お問い合わせ先
monitoring@nihs.go.jp

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
お問い合わせ先メールアドレス
tawata@nihs.go.jp

https://forms.gle/XPytvT4KdZZNxBry7
https://forms.gle/XPytvT4KdZZNxBry7
https://forms.gle/XPytvT4KdZZNxBry7
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